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(57)【要約】
【課題】傷や破損が生じた場合などに取り外しが容易な
床材を提供する。
【解決手段】隣り合う２辺に雄実２と雌実３が形成され
てなる平面視略矩形状の床材１において、雄実の突部根
元から雌実側に２．０（好ましくは８．５）～１５．５
ｍｍの位置に床材裏面側から表面側に向かう溝（４，５
）が、雄実の突部上面の高さ位置から±１．５ｍｍの範
囲内の深さに形成される。施工後に床材を取り外す必要
が生じたときは、取り外そうとする床材を上方に引き上
げることにより、溝から雄実を含む先端側の部分を破断
させ、雌実を隣接する既設床材の雄実から引き抜くこと
によって容易に取り外すことができる。雌実の奥部から
雄実側に２．０（好ましくは８．５）～１５．５ｍｍの
位置にも同様に溝（１７，１８）を形成することができ
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
隣り合う２辺に雄実と雌実が形成されてなる平面視略矩形状の床材において、隣り合う２
辺の雄実の突部根元から雌実側に２．０～１５．５ｍｍの位置に床材裏面側から表面側に
向けてそれぞれ溝が形成されることを特徴とする床材。
【請求項２】
前記各溝は、雄実の突部上面の高さ位置から±１．５ｍｍの範囲内の深さに形成されるこ
とを特徴とする請求項１記載の床材。
【請求項３】
隣り合う２辺に雄実と雌実が形成されてなる平面視略矩形状の床材において、隣り合う２
辺の雄実の突部根元から雌実側に２．０～１５．５ｍｍの位置に床材裏面側から表面側に
向けてそれぞれ第一の溝が形成されると共に、他の隣り合う２辺の少なくともいずれか一
方の辺の雌実の奥部から雄実側に２．０～１５．５ｍｍの位置に床材裏面側から表面に向
けて第二の溝が形成されることを特徴とする床材。
【請求項４】
前記第一の溝は、雄実の突部上面の高さ位置から±１．５ｍｍの範囲内の深さに形成され
ることを特徴とする請求項３記載の床材。
【請求項５】
前記第二の溝は、雌実を形成する下方突部の高さ以上であって且つ上方突部の下面には至
らない高さまでの深さに形成されることを特徴とする請求項３または４のいずれか記載の
床材。
【請求項６】
請求項１または２記載の床材を雄実と雌実との嵌合を介して連接しつつ下地材に施工した
後に一の床材を取り外す方法であって、取り外すべき床材を上方に引き上げることにより
、前記溝から雄実を含む部分を破断させて、該床材を取り外すことを特徴とする床材の取
り外し方法。
【請求項７】
請求項３ないし５のいずれか記載の床材を雄実と雌実との嵌合を介して連接しつつ下地材
に施工した後に一の床材を取り外す方法であって、取り外すべき床材を上方に引き上げる
ことにより、前記第一の溝から雄実を含む部分または前記第二の溝から雌実の下方突部を
含む部分の少なくともいずれか一方を破断させて、該床材を取り外すことを特徴とする床
材の取り外し方法。
【請求項８】
取り外すべき床材を上方に引き上げる作業が、該床材の表面に係止用治具を取り付け、こ
の係止用治具に工具を係止させて該床材を引き上げることによって行われることを特徴と
する、請求項６または７記載の床材の取り外し方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、傷や破損が生じた場合などに取り外しが容易な床材およびその取り外し方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　床材を雄実と雌実との嵌合を介して連接施工した後に、傷や破損が生じた一枚または数
枚の床材を取り外して新たな床材に取り替えることが必要となる場合がある。このような
場合、従来は、取り外そうとする床材の外周縁に沿ってその内側に表面から切り込みを入
れて該切り込みの内側の床材部分を取り外した後、該床材に隣接する床材との嵌合部分を
取り除いていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】特開２００１－２６２８１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、このような従来技術によると、切り込みを形成する際や嵌合部分を取り
除く際に隣接する床材を傷付けてしまうことがあった。また、切り込み形成の際に粉塵ゴ
ミが発生し、作業環境を悪化させると共に、発生した粉塵ゴミの掃除も必要となる。床材
の裏面の一部に接着剤を点状または線状に塗布することによって床下地に対する接着力を
弱めた状態とすることで、床材を剥がしやすいものとすることも提案されている（特許文
献１）が、このようにしても嵌合部分（特に雌実の下方突部）が邪魔になって取り外すこ
とができず、結局は前記従来技術と同様に嵌合部分を切除しなければならない。
【０００５】
　したがって、本発明が解決しようとする課題は、傷や破損が生じた床材の取り外しを容
易にすると共に取り外しの際に粉塵ゴミなどを発生させないようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この課題を解決するため、本発明は、隣り合う２辺に雄実と雌実が形成されてなる平面
視略矩形状の床材において、隣り合う２辺の雄実の突部根元から雌実側に２．０～１５．
５ｍｍの位置に床材裏面側から表面側に向けてそれぞれ溝が形成されることを特徴とする
。各溝は、雄実の突部上面の高さ位置から±１．５ｍｍの範囲内の深さに形成されること
が好ましい。
【０００７】
　また、本発明は、隣り合う２辺に雄実と雌実が形成されてなる平面視略矩形状の床材に
おいて、隣り合う２辺の雄実の突部根元から雌実側に２．０～１５．５ｍｍの位置に床材
裏面側から表面側に向けてそれぞれ第一の溝が形成されると共に、他の隣り合う２辺の少
なくともいずれか一方の辺の雌実の奥部から雄実側に２．０～１５．５ｍｍの位置に床材
裏面側から表面に向けて第二の溝が形成されることを特徴とする。第一の溝は雄実の突部
上面の高さ位置から±１．５ｍｍの範囲内の深さに形成されることが好ましく、第二の溝
は雌実を形成する下方突部の高さ以上であって且つ上方突部の下面には至らない高さまで
の深さに形成されることが好ましい。
【０００８】
　さらに、本発明は、このような床材を雄実と雌実との嵌合を介して連接しつつ下地材に
施工した後に一の床材を取り外す方法をも提供するものであって、取り外すべき床材を上
方に引き上げることにより、前記溝から雄実を含む部分を破断させて、該床材を取り外す
ことを特徴とする。あるいは、取り外すべき床材を上方に引き上げることにより、第一の
溝から雄実を含む部分または第二の溝から雌実の下方突部を含む部分の少なくともいずれ
か一方を破断させて、該床材を取り外すことを特徴とする。取り外すべき床材を上方に引
き上げる作業は、該床材の表面に係止用治具を取り付け、この係止用治具に工具を係止さ
せて該床材を引き上げることによって行うことができる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、傷や破損が生じた床材を取り外す場合、該床材の雄実に近い部分を上
方に引き上げたときに、雄実近くに裏面側から形成された溝を起点として雄実を含む先端
部分が破断されるので、床材を容易に取り外すことができる。該溝は雄実の突部根元から
雌実側に２．０～１５．５ｍｍの位置に形成される。この溝位置が雄実の突部根元に近す
ぎると、下地に不陸がある場合などに溝から先端側の部分が施工時に破損したり、強度が
不足して基板となる合板やＭＤＦに破損や剥離が生じたりする恐れがあるので、床材全体
および雄実の強度を確保するために雄実突部根元から溝までの距離を２．０ｍｍ以上、好
ましくは８．５ｍｍ以上とする。一方、この距離が１５．５ｍｍを越えると、雄実側の床
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材端部から離れすぎてしまい、取り外すべき床材を引き上げても破断しにくいものとなる
と共に、破断後に床下地上に残る部分が大きくなって除去作業が困難または煩雑になる。
さらに、この溝が雄実の突部上面の高さ位置から±１．５ｍｍの範囲内の深さに形成され
ることにより、取り外すべき床材を引き上げたときに雄実を含む先端部分が溝を起点とし
てより容易に破断させることができるものとなる。
【００１０】
　また、隣り合う２辺の雄実の突部根元から雌実側に２．０～１５．５ｍｍの位置に床材
裏面側から表面側に向けてそれぞれ第一の溝が形成されると共に、他の隣り合う２辺の少
なくともいずれか一方の辺の雌実の奥部から雄実側に２．０～１５．５ｍｍの位置に床材
裏面側から表面に向けて第二の溝が形成された本発明の実施形態によれば、取り外そうと
する床材を上方に引き上げることによって、雄実側の先端部分だけでなく雌実側の先端部
分をも同時に溝を起点として破断させることができるので、床材を容易に取り外すことが
できる効果がより大きく発揮される。第一の溝は雄実の突部根元から雌実側に２．０～１
５．５ｍｍの位置に形成され、第二の溝は雌実の奥部から雄実側に２．０～１５．５ｍｍ
の位置に形成される。これら第一および第二の溝位置が雄実の突部根元や雌実の奥部から
近すぎると、溝から先端側の部分が施工時に破損したり、強度が不足して基板となる合板
やＭＤＦに破損や剥離が生じたりする恐れがあるので、床材全体および雄実、雌実の強度
を確保するために、雄実突部根元から第一の溝までの距離および雌実奥部から第二の溝ま
での距離をいずれも２．０ｍｍ以上、好ましくは８．５ｍｍ以上とする。一方、この距離
が１５．５ｍｍを越えると、雄実／雌実側の床材端部から離れすぎてしまい、取り外すべ
き床材を引き上げても破断しにくいものとなると共に、破断後に床下地上に残る部分が大
きくなって除去作業が困難または煩雑になる。さらに、第一の溝が雄実の突部上面の高さ
位置から±１．５ｍｍの範囲内の深さに形成され、また、第二の溝が床材裏面から雌実を
形成する下方突部の高さ以上であって且つ上方突部の下面には至らない高さまでの深さに
形成されることにより、取り外すべき床材を引き上げたときに雄実／雌実の先端側部分を
より容易に破断させることができるものとなる。
【００１１】
　本発明によれば、傷や破損が生じた床材を施工後に取り外す際に、床材を引き上げるだ
けで床材を容易に取り外すことができ、前記従来技術のように内部に切り込みを形成する
必要がないので、粉塵ゴミが発生せず、掃除の手間も要しない。
【００１２】
　また、床材を取り外す際に、該床材の表面に係止用治具を取り付け、この係止用治具に
工具を係止させて該床材を引き上げるようにすると、スムーズに取り外し作業を行うこと
ができ、作業性が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態による床材の断面図（ａ）および雄実部拡大断面図（ｂ）で
ある。断面図（ａ）は図２Ａ－Ａ切断線による断面図である。
【図２】この床材の裏面図である。
【図３】この床材の施工状態平面図である。
【図４】図３Ｂ－Ｂ切断線による床材施工状態断面図である。
【図５】施工された床材を取り外すときの説明図である。
【図６】取り外した床材に代えて使用する取替用の床材の作成方法を示す説明断面図（ａ
）およびその施工状態における雌実側の嵌合部を示す部分断面図（ｂ）である。
【図７】本発明の他の実施形態による床材の断面図（ａ）および雄実部拡大断面図（ｂ）
である。断面図（ａ）は図８Ｃ－Ｃ切断線による断面図である。
【図８】この床材の基材裏面図である。
【図９】この床材の施工状態断面図である。
【図１０】施工された床材を取り外すときの説明図である。
【図１１】取り外した床材に代えて使用する取替用の床材の作成方法を示す説明断面図（
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ａ）およびその施工状態における雌実側の嵌合部を示す部分断面図（ｂ）である。
【図１２】本発明のさらに他の実施形態による床材の断面図（ａ）。雄実部拡大断面図（
ｂ）および雌実部拡大断面図（ｃ）である。断面図（ａ）は図１３Ｄ－Ｄ切断線による断
面図である。
【図１３】この床材の裏面図である。
【図１４】この床材の施工状態断面図である。
【図１５】施工された床材を取り外すときの説明図である。
【図１６】本発明のさらに他の実施形態による床材の裏面図である。
【図１７】本発明のさらに他の実施形態による床材の裏面図である。
【図１８】床材を取り外す際に使用される係止用治具の斜視図である。
【図１９】この係止用治具を取り外すべき床材に取り付ける際の作業を説明する斜視図で
ある。
【図２０】この係止用治具が取り付けられた状態の部分断面図である。
【図２１】この係止用治具にバールを当てて床材を引き上げる際の作業を説明する斜視図
である。
【図２２】図２１と同様の作業を説明する断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に実施例を挙げて本発明を詳述するが、本発明はこれら実施例に限定されるもので
はなく、特許請求の範囲の記載によって定義される発明の範囲内において様々な変形態様
を取り得る。
【実施例１】
【００１５】
　図１には本発明の一実施形態による床材、すなわち、隣り合う２辺に本実加工による雄
実２と雌実３が形成されてなる平面視略矩形状の床材１が示されている。図１は床材１の
短手方向（幅方向）に沿って切断した状態の断面図であって、該短手方向の両端に長手方
向全長に亘って延長するように形成された雄実２と雌実３が示されているが、長手方向（
長さ方向）の両端には短手方向全長に亘って延長する同様の雄実２と雌実３が形成されて
いる。
【００１６】
　床材１の材質は特に限定されるものではなく、合板や木質繊維板、ＯＳＢなどの木質基
材を単独または任意組み合せてなるものや、これに高密度の軟質樹脂シート、ゴムシート
、発泡樹脂シートなどのシート材を任意位置に積層させてなる積層板ないし複合板を用い
ることができ、施工後に引き上げたときに後述の溝４，５から雄実２を含む部分が破断さ
れる程度の剛性を有するものであれば良い。
【００１７】
　この床材１において、雄実２の突部根元から雌実３側に２．０（好ましくは８．５）～
１５．５ｍｍの位置に、床材１の長手方向全長に亘って延長する溝４および短手方向全長
に亘って延長する溝５が形成されている（図２）。これらの溝４，５は、それぞれ床材裏
面１ｂ側から表面１ａ側に向かって、雄実２の突部上面２ａと略同一の高さ位置（たとえ
ば雄実突部上面２ａの高さ位置から±１．５ｍｍの範囲内）までの深さを有するものとし
て形成されている（図１）。溝深さは一般に１．５～８ｍｍの範囲内であり、例として、
６ｍｍ厚の床材では２．５ｍｍ、１２ｍｍ厚の床材では５．５ｍｍの深さを有するものと
して溝４，５が形成される。また、溝４，５の幅は１～５ｍｍ程度である。溝４，５の形
状は断面コ字形状のほか、断面Ｖ字形状や、断面コ字形状の奥部をＶ字形状に尖らせた形
状などであっても良く、特に限定されるものではない。
【００１８】
　図３および図４はこの床材１の施工状態図であり、接着剤８（図５）を塗布した下地材
６に床材１，１を配置して雄実２と雌実３との嵌合を介して連接施工される。より具体的
には、既設の床材１（たとえば図４右側の床材１）の雄実２を雌実３に嵌合させながら床
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材１（図４中央の床材１）を接着剤を介して下地材６に取り付けた後、雄実２の突部根元
付近から釘７を打ち込んで下地材６に固定する。このようにして順次に床材１を施工して
いく。両面テープや面ファスナーなどを床材裏面１ｂに取り付けて下地材６に固定しても
良い。雄実２の突部上面２ａおよび／または雌実３の内面に接着剤を塗布して、隣接する
床材１，１同士の嵌合を強化することができる。また、釘７に代えてビスやステープルな
どを用いることもある。
【００１９】
　なお、床材１を下地材６に施工する際に用いる接着剤８としては、ウレタン系接着剤に
無機系の充填材を加えたものを使用することが好ましい。充填材を加えることにより、接
着力を弱めて床材１の取り外しを容易にすることができると共に、接着剤の増量効果も得
られる。充填材としては、たとえば粉状の炭酸カルシウムを用いることができる。また、
床材１の層間剥離強度よりも小さい剥離強度を有する接着剤が用いられる。
【００２０】
　図３および図４のように施工された床材１に傷や破損が生じて新たな床材との交換のた
めに取り外すことが必要となった場合は、図５に示すように、取り外そうとする床材１（
図５中央の床材１）を上方に引き上げることにより、雄実２の突部根元付近において裏面
側に所定深さに形成された溝４，５から雄実２を含む部分９を破断させ、引き上げた床材
１を雄実２側に斜めに引き上げることで、雌実３を反対側の隣接床材（図５右側の床材１
）の雄実２との嵌合から引き抜いて、該床材１を取り外すことができる。床材基板が厚い
場合などでは雄実２側で釘７で強固に下地材６に固定されることになるが、この釘固定さ
れた雄実２側において溝４，５から先端部分９を破断させるので、容易に床材１を取り外
すことができる。なお、この床材１を引き上げるための具体的作業については後述する。
【００２１】
　このようにして床材１を取り外した後、取り外された箇所の床下地６面に残存している
接着剤８や両面テープなど、また取り外した際に発生した床材１の破片などを、ヘラなど
を用いて除去する。また、破断部分９に含まれる雄実２が、隣接する床材１（図５左側の
床材１）の雌実３に嵌合された状態で残置されるので、この破断部分９に打ち込まれてい
る釘７を抜いた上で該雌実３から引き抜いて除去する。床材施工時の接着剤は周縁部を除
いた中央領域において下地材６に塗布されるのが通常であり、破断部分の裏面には接着剤
８が塗布されていないので、釘７を抜きさえすれば破断部分９の除去は容易である。
【００２２】
　取り外した床材１に代えて施工する床材としては、図６（ａ）の下段に例示したような
雌実部形状を有する床材１０を使用することができる。この取替用の床材１０は、床材１
の雌実下方突部３ｂがあらかじめ切除されている。図６（ａ）の例では、雌実３の奥部３
ａに沿った床材裏面１ｂ位置から上方に点線で示すように刃物を入れることによって雌実
下方突部３ｂを切除している。これにより、残された雌実上方突部３ｃの下方に空間３ｄ
が形成されることになる。
【００２３】
　この床材１０は、図６（ｂ）に示すように、床材１の取り外し後に接着剤８などを除去
して平滑にされた床下地６面に接着剤を塗布し、必要に応じて同図右側に隣接する既設床
材１の雄実２の突部上面にも接着剤を塗布した後、雄実２（図６（ｂ）には図示せず）を
左側に隣接する既設床材１の雌実３に嵌合し、右側に隣接する既設床材１の雄実２を雌実
下方突部３ｂ切除後の空間３ｄに収容するようにして雌実上方突部３ｃを載置することに
よって施工することができる。
【００２４】
　床材１０は、雄実２の下方に嵌合される雌実下方突部３ｂがあらかじめ切除されて施工
されるので、その施工後にさらに傷や破損が生じて新たな床材との交換のために取り外す
ことが必要となった場合には、雌実３側を引き上げて雄実２を左側隣接既設床材１の雌実
３との嵌合から引き抜くだけで、容易に取り外すことができる。
【００２５】
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　なお、図５では、取り外そうとする床材１を引き上げたときに溝４，５の奥面４ａの高
さ位置から略水平に破断して、破断部分９の上方に床材部分１ｃが突出状態で残るように
示されているが、破断状態はこれに限られない。場合によっては、溝４，５の側面４ｂに
沿って略上方に引き裂かれて床材部分１ｃが残らないように破断することもある。このよ
うな場合であっても、前述と同様に、破断部分９に打ち込まれている釘７を抜いた上で該
雌実３から容易に引き抜くことができる。
【００２６】
　以上の説明においては、床材１を取り外す作業および取り外した床材１のスペースに取
替用の床材１０を施工する作業について、床材１の短手方向断面を示す図（図５，図６（
ｂ））を参照したが、床材１の長手方向断面においても同様の作業を行うことは言うまで
もない。すなわち、既述および図５に示すと同様にして、床材１の短手方向に延長する雄
実２側も引き上げて溝５から該雄実２を含む部分を破断させ、反対側の雌実３を隣接床材
の雄実２との嵌合から引き抜くことにより、床材１を取り外す。また、既述および図６（
ｂ）に示すと同様にして、取替用の床材１０の短手方向に延長する雄実２を長手方向の一
方に隣接する既設床材の雌実３に嵌合させ、雌実上方突部３ｃを長手方向反対側に隣接す
る既設床材１の雄実２に被せるようにして、該取替用の床材１０を施工するものである。
【実施例２】
【００２７】
　図７には本発明の他の実施形態による床材として、ＭＤＦなどの木質基材１の裏面１ｂ
にクッション材１２が貼着されてなる防音床材１１が示されている。木質基材１は実施例
１の床材１と略同様の構成を有するので、同一または対応する部分ないし要素には同一の
符号を付してそれらの詳細な説明を割愛する。クッション材１２にはポリウレタン発泡体
その他の樹脂発泡樹脂シートなどのクッション性に優れた材料が使用され、床材としての
防音性を高めている。クッション材１２はエポキシ系接着剤などの常用接着剤により木質
基材１の裏面に貼着される。また、木質基材１の裏面には、床材取り外しの際に破断の起
点となる溝４，５とは別に、木質基材１の剛性を弱めて防音性を向上させるための裏溝１
３が形成されている（図８）。この例では床材１１の短手方向に延長する裏溝１３が所定
間隔で複数本形成されているが、さらに長手方向に延長する裏溝を形成しても良い。裏溝
形成については従来公知であり、且つ、本発明の主題に直接関連しないので、これ以上の
詳細な説明を割愛する。
【００２８】
　図９はこの床材１１の施工状態断面図であり、接着剤８（図１０）を塗布した下地材６
に床材１１，１１を配置して雄実２と雌実３との嵌合を介して連接施工される。この施工
状態も実施例１の場合と略同様であり、各床材１１は木質基材１の雄実２の突部根元付近
から打ち込まれた釘７などで下地材６に固定される。床材１１を下地材６に施工する際に
用いる接着剤についても実施例１について既述したと同様であるので、説明を省略する。
【００２９】
　図９のように施工された床材１１に傷や破損が生じて新たな床材との交換のために取り
外すことが必要となった場合の取り外し作業も既述実施形態と同様にして行うことができ
る。すなわち、図１０に示すように、取り外そうとする床材１１（図１０中央の床材１１
）を吸盤器などを用いて上方に引き上げることにより、溝４，５から雄実２を含む部分１
４を破断させ、引き上げた床材１１を雄実２側に斜めに引き上げることで、雌実３を反対
側の隣接床材（図１０右側の床材１１）の雄実２との嵌合から引き抜いて、該床材１１を
取り外すことができる。
【００３０】
　この床材１１は、ＭＤＦなどの木質基材１の裏面にクッション材１２が貼着されてなる
防音床材であって基材１の裏面には短手方向に延長する裏溝１３が所定間隔で複数本形成
されている。このため、長手方向に延長する溝４は裏溝１３と直交することになり、溝４
から雄実２側の下方部分は裏溝１３によって複数区画に分断される（図８）。したがって
、取り外しの際に床材１１を引き上げたときに個々の区画ごとに破断が生ずることになり
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、より軽微な引き上げ力でも破断させることができ、取り外しをさらに容易にする。
【００３１】
　そして、取り外された箇所の床下地６面に残存している接着剤８や両面テープなど、ま
た取り外した際に発生した床材１１の破片などを、ヘラなどを用いて除去する。また、破
断部分１４に含まれる雄実２が、隣接する床材１１（図１０左側の床材１１）の雌実３に
嵌合された状態で残置されるので、この破断部分１４に打ち込まれている釘７を抜いた上
で該雌実３から引き抜いて除去する。既述したように、床材施工時の接着剤は周縁部を除
いた中央領域において下地材６に塗布されるのが通常であり、破断部分の裏面には接着剤
８が塗布されていないので、破断部分１４の除去は容易である。
【００３２】
　取り外した床材１１に代えて施工する床材としては、図１１（ａ）の下段に例示したよ
うな雌実部形状を有する床材１５を使用することができる。この取替用の床材１５は、床
材１１の雌実下方突部３ｂがあらかじめ切除されている。図１１（ａ）の例では、雌実３
の奥部３ａに沿った基材裏面１ｂ位置から上方に点線で示すように刃物を入れることによ
って雌実下方突部３ｂを切除している。これにより、残された雌実上方突部３ｃの下方に
空間３ｄが形成されることになる。
【００３３】
　この床材１５は、図１１（ｂ）に示すように、床材１１の取り外し後に接着剤８などを
除去して平滑にされた床下地６面に接着剤を塗布し、必要に応じて同図右側に隣接する既
設床材１１の雄実２の突部上面にも接着剤を塗布した後、雄実２（図１１（ｂ）には図示
せず）を左側に隣接する既設床材１１の雌実３に嵌合し、右側隣接既設床材１１の雄実２
を雌実下方突部３ｂ切除後の空間３ｄに収容するようにして雌実上方突部３ｃを載置する
ことによって施工することができる。
【００３４】
　床材１５は、雄実２の下方に嵌合される雌実下方突部３ｂがあらかじめ切除されて施工
されるので、その施工後にさらに傷や破損が生じて新たな床材との交換のために取り外す
ことが必要となった場合には、雌実３側を引き上げて雄実２を左側隣接既設床材１１の雌
実３との嵌合から引き抜くだけで、容易に取り外すことができる。
【００３５】
　なお、図１０では、取り外そうとする床材１１を引き上げたときに溝４，５の奥面４ａ
の高さ位置から略水平に破断して、破断部分１４の上方に基材部分１ｃが突出状態で残る
ように示されているが、破断状態はこれに限られない。場合によっては、溝４，５の側面
４ｂに沿って略上方に引き裂かれて基材部分１ｃが残らないように破断することもある。
このような場合であっても、前述と同様に、破断部分１４に打ち込まれている釘７を抜い
た上で該雌実３から容易に引き抜くことができる。
【００３６】
　以上の説明においては、床材１１を取り外す作業および取り外した床材１１のスペース
に取替用の床材１５を施工する作業について、床材１１の短手方向断面を示す図（図１０
，図１１（ｂ））を参照したが、床材１１の長手方向断面においても同様の作業を行うこ
とは言うまでもない。すなわち、既述および図１０に示すと同様にして、床材１１の短手
方向に延長する雄実２側も引き上げて溝５から該雄実２を含む部分を破断させ、反対側の
雌実３を隣接床材の雄実２との嵌合から引き抜くことにより、床材１１を取り外す。また
、既述および図１１（ｂ）に示すと同様にして、取替用の床材１５の短手方向に延長する
雄実２を長手方向の一方に隣接する既設床材の雌実３に嵌合させ、雌実上方突部３ｃを長
手方向反対側に隣接する既設床材１の雄実２に被せるようにして、該取替用の床材１０を
施工するものである。
【実施例３】
【００３７】
　図１２には本発明のさらに他の実施形態による床材として、実施例１の床材１（図１）
と同様に隣り合う２辺の雄実２側に溝４，５が形成されると共に、他の隣り合う２辺の雌
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実３側にも同様の溝１７，１８が形成されてなる床材１６が示されている。溝１７，１８
が形成されている他は実施例１の床材１と同様であるので、同一または対応する部分ない
し要素には同一の符号を付してそれらの詳細な説明を割愛する。
【００３８】
　溝１７は、雌実３の奥部３ａから雄実２側に２．０（好ましくは８．５）～１５．５ｍ
ｍの位置において、床材１６の長手方向全長に亘って延長する。同様に、溝１８は、雌実
３の奥部３ａから雄実２側に２．０（好ましくは８．５）～１５．５ｍｍの位置において
、床材１６の短手方向全長に亘って延長する（図１３）。溝１７，１８は、床材裏面１６
ｂから表面１６ａに向かって、雌実３の下方突部３ｂの高さ以上であって且つ上方突部３
ｃの下面には至らない深さに形成される（図１２）。溝深さは一般に１．５～８ｍｍの範
囲内であり、例として、６ｍｍ厚の床材では２．５ｍｍ、１２ｍｍ厚の床材では５．５ｍ
ｍの深さを有するものとして溝１７，１８が形成される。また、溝１７，１８の幅は１～
５ｍｍ程度である。溝１７，１８の形状は断面コ字形状のほか、断面Ｖ字形状や、断面コ
字形状の奥部をＶ字形状に尖らせた形状などであっても良く、特に限定されるものではな
い。
【００３９】
　図１４はこの床材１６の施工状態断面図であり、接着剤（図示せず）を塗布した下地材
６に床材１１，１１を配置して雄実２と雌実３との嵌合を介して連接施工される。この施
工状態も実施例１の場合と略同様であり、各床材１６は雄実２の突部根元付近から打ち込
まれた釘７などで下地材６に固定される。床材１６を下地材６に施工する際に用いる接着
剤についても実施例１について既述したと同様であるので、説明を省略する。
【００４０】
　図１４のように施工された床材１６に傷や破損が生じて新たな床材との交換のために取
り外すことが必要となった場合の取り外し方法について、図１５を参照して説明する。こ
の床材１６には隣り合う２辺の雄実２，２側に溝４，５が形成されると共に他の隣り合う
２辺の雌実３，３側にも溝１７，１８が形成されているので、実施例１，２の場合とは若
干異なる取り外し方法が用いられる。すなわち、図１５に示すように、取り外そうとする
床材１６（図１５中央の床材１６）を略垂直に引き上げて、雄実２側の溝４，５から雄実
２を含む部分９を破断させると共に、雌実３側の溝１７，１８から雌実３の下方突部３ｂ
を含む部分１９を破断させることにより、該床材１６を取り外す。床材１６を略垂直に引
き上げる作業は、たとえば、床材表面１６ａの複数箇所（たとえば長手方向および短手方
向の各両端に近い４箇所）に吸盤器を取り付け、これら吸盤器を同時に垂直に引き上げる
ことによって行うことができる。
【００４１】
　このようにして床材１６を取り外した後、取り外された箇所の床下地６面に残存してい
る接着剤や両面テープなど、また取り外した際に発生した床材１の破片などを、ヘラなど
を用いて除去する。また、取り外した床材１６の破断部分９，１９を除去する。雄実２側
の破断部分９については、既述したように、この破断部分９に打ち込まれている釘７を抜
いた上で隣接床材（図１５左側の床材１６）の雌実３から引き抜くことによって除去する
。雌実３側の破断部分１９は、隣接床材（図１５右側の床材１６）の雄実２の突部下方と
床下地６との間に挟まれた状態で残置されているので、同様にヘラなどで除去する。破断
部分９，１９に対応する下地材６部分には接着剤が塗布されていないのが一般的であるの
で、これら破断部分９，１９の除去は比較的容易である。
【００４２】
　取り外した床材１６に代えて施工する床材としては、実施例１において図６（ａ）下段
に例示したような雌実部形状を有する床材１０を使用することができる。この取替用の床
材１０は、取り外した床材１６の両側に隣接する既設床材１６，１６（図１５右側および
左側の床材１６，１６）の間に上方から嵌め込むようにして施工しなければならないので
、雌実下方突部３ｂがあらかじめ切除されており、この部分に空間３ｄが形成されている
。取替用の床材１０の施工およびその後さらに必要が生じたときの取替については実施例
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１で既述したと同様であるので、説明を省略する。
【００４３】
　この実施例において上述したように床材１６を略垂直上方に引き上げることにより雄実
２側および雌実３側を一挙に破断させて該床材１６を取り外すようにすると、雄実２と嵌
合する隣接床材（図１５左側の床材１６）の雌実３および雌実３と勘合する隣接床材（図
１５右側の床材１６）の雄実２に無理な力が加わることがなく、実２，３を損傷ないし破
壊させることなく円滑に作業を行うことができる利点がある。
【００４４】
　しかしながら、この実施例においても、実施例１，２において床材１，１１を取り外す
場合と略同様にして、取り外そうとする床材１６（図１５中央の床材１６）の四辺のいず
れかに沿って斜め上方に引き上げて、雄実２側または雌実３側のいずれか一方を破断させ
た後に、残存接着剤や床材破片などを除去して、反対側の実を隣接床材の実から引き抜く
ことによって取り外し作業を行っても良い。この場合、雄実２側を破断させた後に雌実３
を隣接床材（図１５右側の床材１６）の雄実２から引き抜く作業については、実施例１，
２において既述および図示（図５，図１０）したと同様であるので、説明を省略する。雌
実３側を破断させた場合は、破断させた雌実３側を引き上げた状態で斜めにして、雄実２
を隣接床材（図１５左側の床材１６）の雌実３から引き抜けば良い。
【００４５】
　なお、床材１６の取り外しにおいて、雄実２側および雌実３側を一挙に破断させる場合
（図１５）および雌実２側のみを破断させる場合は、隣接床材（図１５右側の床材１６）
の雄実２の突部下方に破断部分１９が残るので、これを除去しなければならないが、必ず
しも破断部分１９をすべて除去する必要はなく、取替用の床材１０を施工する際に破断部
分１９が邪魔にならない（言い換えれば、除去後に残存する部分が空間３ｄに完全に収容
される）程度まで除去すれば実際上十分である。
【実施例４】
【００４６】
　図１６には本発明のさらに他の実施形態による床材が示されている。この床材１は実施
例１による床材１（特に図２参照）とほぼ同一の構成であるが、床材１の長手方向全長に
亘って延長する溝４と、短手方向全長に亘って延長する溝５とで、それぞれ雄実２，２の
突部根元からの形成位置を異なるものとしている点で相違している。たとえば、６ｍｍ厚
ＭＤＦを基板とする床材１では、長手方向に延長する溝４を雄実２の突部根元から１１ｍ
ｍの位置に、短手方向に延長する溝５を雄実２の突部根元から１４．５ｍｍの位置に形成
し、１２ｍｍ厚合板を基板とする床材１では、長手方向に延長する溝４を雄実２の突部根
元から９．５ｍｍの位置に、短手方向に延長する溝５を雄実突部根元から１３ｍｍの位置
に形成することができる。このように、溝４，４の形成位置が雄実２の突部根元から２．
０（好ましくは８．５）～１５．５ｍｍの範囲内にあれば、各方向の溝の形成位置を変え
ても良い。Ａ－Ａ断面は図１と同様に表されるので図示省略する。
【実施例５】
【００４７】
　図１７には本発明のさらに他の実施形態による床材が示されている。実施例１および実
施例４による床材１ではその裏面側において隣り合う２辺の雄実２，２の突部根元から２
．０～１５．５ｍｍの位置にそれぞれ溝４，５が形成されている（特に図２参照）のに対
し、この実施例の床材では、これら溝４，５に加えて、短手方向に延長する雌実３に沿っ
て延長する溝１８が形成され、床材裏面に三方の溝４，５，１８が形成されている点で相
違している。溝１８は、雄実２の突部根元から対向する雌実３側に向けて２～１５．５ｍ
ｍ、好ましくは８．５～１５．５ｍｍの位置に形成される。この実施例の床材は、実施例
１や実施例４の床材の変形例として、雄実２側の溝４，５に加えて一方の雌実３側にも溝
１８を形成して三方溝としたものに相当し、また、別の見方によれば、実施例３の床材の
変形例として、実施例３の床材から長手方向に延長する雌実３に沿って延長する溝１７を
省略して三方溝としたものに相当する。なお、溝４，５に加えて、長手短手方向に延長す
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る雌実３に沿って延長する溝１７（図１３）を形成して三方溝としても良い。
【００４８】
　この実施例や実施例３の床材のように、雄実２側の溝４，５に加えて雌実３側にも溝１
７，１８をも形成して三方溝（実施例５）または四方溝（実施例３）を形成した場合、床
板１を取り外そうとするときに、雄実２側において溝４，５から先端部分９（図５，図１
５）を破断させると共に雌実３側においても溝１７および／または溝１８から下方突部３
ｂを含む先端部分１９（図１５）を破断させることができるので、より小さな力で容易に
床材を取り外すことができるものとなる。
【実施例６】
【００４９】
　この実施例では、図４のように施工された床材１に傷や破損が生じて新たな床材との交
換のために取り外すことが必要となった場合における具体的な取り外し作業について、図
１８～図２２を参照して説明する。
【００５０】
　この取り外し作業には、図１８に示すような係止用治具２０を使用する。この係止用治
具２０は、たとえば１２ｍｍ厚の合板をカットして貼り合わせることにより２５０ｍｍ×
７５ｍｍ×２４ｍｍ（厚さ）であって裏面側中央に空間２１を有する形状に形成され、床
材施工現場において余った合板を利用して現場調達することができる。この係止用治具２
０を、取り外そうとする床材１の雄実２，２に沿った２辺１ｄ，１ｅの角部近くに載置し
て、ネジ２２で該床材１に固定する（図１９，図２０）。このとき、ネジ２２は床材１を
貫通して下地材６に若干（０～２ｍｍ程度）入り込むような深さに打ち込むと良い。
【００５１】
　そして、床材１の表面に取り付けた係止用治具２０における空間２１にバールなどの工
具２３を挿入して、梃子の要領で床材１を引き上げていく（図２１，図２２）。このとき
、支点となる箇所に当て板２４を置いて、取り外そうとする床材以外の床材表面に損傷を
与えないようにすると良い。係止用治具２０は強固に床材１に取り付けられているので、
工具２３を用いた引き上げ作業によって、辺１ｄおよび辺１ｅに沿って徐々に裏面側の雄
実２，２の溝４，５から先端側の部分９が破断していく。実施例５のように三方溝を形成
した場合や実施例３のように四方枠を形成した場合には、辺１ｄ，１ｅの全長に亘ってス
ムーズに床材の引き上げおよび雄実先端部分９の破断を実行することができる。
【００５２】
　なお、係止用治具２０を固定する箇所は、床材１において雄実２，２３が形成されてい
る辺１ｄ，１ｅの角部近くであり、その箇所での引き上げ作業によって雄実先端部分９を
最も破断させやすいように設定されるが、一般に辺１ｄ，１ｅから約１５ｍｍ程度を残す
ように位置決めされる。実施例３のように四方枠を形成した場合も同様にして雌実２，２
の角部近くに係止用治具２０を固定して、該角部から徐々に雄実先端部分９を破断させ、
次いで雌実先端部分１９を破断させることができる。あるいは、実施例３において図１５
を参照して説明したように、取り外そうとする床材１を真上に引き上げて雄実および雌実
の部分９，１９を同時に破断させるようにする場合は、該床材の表面中央に１つの係止用
治具２０を取り付けたり、該床材の長手方向に沿って複数の係止用治具２０を取り付けて
該床材の引き上げ作業を行っても良い。
【００５３】
　上述した取り外し作業は好ましい実施形態であるが、必ずしもこれに限定されるもので
はない。たとえば、取り外そうとする床材の雄実形成辺１ｄ，１ｅの角部や近接箇所に１
個または複数個の吸盤器を取り付けて、その減圧吸引力を利用して床材を引き上げる方法
なども採用可能である。
【符号の説明】
【００５４】
１　床材ないし基材
　１ａ　表面
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　１ｂ　裏面
　１ｃ　破断後に残存する部分
　１ｄ，１ｅ　雄実形成辺
２　雄実
　２ａ　突部上面
３　雌実
　３ａ　奥部
　３ｂ　下方突部
　３ｃ　上方突部
　３ｄ　下方突部切除後の空間
４　雄実近くに設けられる破断用の溝（長手方向に延長する（第一の）溝）
　４ａ　奥面
　４ｂ　側面
５　雄実近くに設けられる破断用の溝（短手方向に延長する（第一の）溝）
６　下地材
７　釘
８　床材取り外し後に下地材面に残存する接着剤
９　破断部分（雄実側）
１０　取替用の床材
１１　床材
１２　クッション材
１２’　破断したクッション材部分
１３　裏溝
１４　破断部分（雄実側）
１５　取替用の床材
１６　床材
　１６ａ　表面
　１６ｂ　裏面
　１６ｃ　破断後に残存する部分
１７　雌実近くに設けられる破断用の溝（長手方向に延長する第二の溝）
１８　雌実近くに設けられる破断用の溝（短手方向に延長する第二の溝）
１９　破断部分（雌実側）
２０　係止用治具
２１　空間
２２　取付ネジ
２３　工具
２４　当て板
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